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はしがき

我々は機能画像法の一つである functionalmagnetic resonance imaging (fMRl)を用い

て，両眼視，視覚による位置覚および眼球運動機能の大脳における局在部位の同定を行っ

た.この実験を行うにあたって.適切な視覚刺激を行うために.MRI装置内の被検者の

眼前で刺激可能な視覚刺激装置を改良・試作した.この刺激装置とコンビュータプログラ

ムにより，両眼分離視刺激も可能となり，任意の視覚刺激が行えるようになった.両眼視

機能では，ランダムドットステレオグラムを用いた立体視刺激を行い，上頭頂小葉および

中側頭葉皮質 (middletemporal area. MT野)に大脳賦活部位が検出された.また，視

覚による位置覚の刺激では上頭頂小葉に賦活部位が検出された.そして，轄湊運動でも上

頭頂小葉およびMT野にその部位が検出された.以上の実験結果から頭頂葉，特に上頭頂

小葉は視覚における空間認知に極めて重要な部位であることが示唆された.今後，視覚刺

激法を駆使して，他の高次視覚中枢の解明に努めたい.
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